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第
十
七
条
第
六
項
中
「
第
二
百
七
十
一
条
」
を
「
第
二
百
七
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」
に

改
め
る
。

第
十
八
条
の
五
第
二
項
第
二
号
中
「
第
三
十
七
条
の
五
第
三
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
中
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
四
項
中
「
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
七
十
条
又
は
第
七
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

四
項
の
表
第
二
百
一
条
第
二
号
の
項
中
「
第
二
百
一
条
第
二
号
」
を
「
第
二
百
一
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
行
な
わ

れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
同
表
第
二
百
七
十
一
条
の
項
中
「
第
二
百
七
十
一
条
」
を
「
第
二
百
七
十
一
条

第
一
項
」
に
、「
行
な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
三
第
十
九
項
中
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
三
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
二
の
四
第
四
項
」
に

改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
七
項
第
二
号
中
「
事
業
が
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）

第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
」
を
「
区
域
が
含
ま
れ
る
都
市
再
生
特

別
措
置
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
内
に
お
い
て
当
該
区
域
に
隣
接
し
、
又
は
近
接
し

て
こ
れ
と
一
体
的
に
他
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
開
発
事
業
（
当
該
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
に
係
る
同
法

第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
整
備
方
針
に
定
め
ら
れ
た
都
市
機
能
の
増
進
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
に
限

る
。）が
施
行
さ
れ
、
又
は
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
当
該
区
域
及
び
当
該
他
の
都
市

開
発
事
業
の
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
の
面
積
の
合
計
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
な
る
場
合
に
」
に
改
め
、
同
条
第

八
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
ロ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
九
号
ロ
」
に
、「
第
三
十
一

条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
イ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
九
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
及
び
第
十
項

中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
、同
条
第
十
一
項
中「
第

三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
を
削
り
、

同
条
第
十
三
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
」
に
、「
地
域

は
」
を
「
区
域
は
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
関
す
る
」
の
下
に
「
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」を
加
え
、

「
同
法
第
四
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
三

十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
面
積
は
、
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
同
号
」を「
第

三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
ロ
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一

号
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
面
積
は
、百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
第
十
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

15

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
区
域

二

都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
調
整
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域

第
二
十
二
条
第
七
項
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を「（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
」
に

改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第

三
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
同
項
第
一
号
又
は
第
三
号
」に
、「（
同

条
第
四
項
」
を「（
同
条
第
五
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
第
三
十
五
条
第
四
項
」

を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を「
第
三
十
五
条
第
五
項
」に
、「
第

八
項
及
び
第
九
項
」
を
「
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
規
定
又
は
基
準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
三
章
及
び
第
五
章
の
四
の
規
定
又
は

国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
十
四
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項

中
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
五

項
及
び
第
六
項
」
を
「
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、同
条
第
十
二
項
中「
第

三
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第

八
項
」
を
「
第
十
項
」
に
、「
第
九
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
、「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」

に
、「
同
条
第
四
項
各
号
」
を
「
同
条
第
五
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第

三
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
六
項
」
に
、「
第
七
項
第
一
号
」
を
「
第
九
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九

項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と

し
、
同
項
の
前
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、三
千
万
円（
次

項
前
段
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
三
千
万
円
か
ら
そ
の
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金

額
）
と
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ

る
金
額
が
二
千
万
円
（
次
項
に
規
定
す
る
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
金
額
が
あ
る
場
合

に
は
、
二
千
万
円
か
ら
そ
の
控
除
さ
れ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
と
き

は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
長
期
譲
渡
所
得
の

金
額
」
と
い
う
。）の
う
ち
法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）の
規

定
に
該
当
す
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
額
か
ら
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
金
額
は
、
二
千

万
円
を
限
度
と
す
る
。

一

長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
う
ち
法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
除

く
。）の
規
定
に
該
当
す
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
額

二

二
千
万
円
と
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
う
ち
法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す

る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
該
当
す
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
額
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

７

法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
三
千
万
円
と

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額

が
二
千
万
円
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
短
期
譲
渡

所
得
の
金
額
」と
い
う
。）の
う
ち
法
第
三
十
五
条
第
一
項（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）

の
規
定
に
該
当
す
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
額
か
ら
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
金
額
は
、

二
千
万
円
を
限
度
と
す
る
。

一

短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
う
ち
法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
場
合
を
除

く
。）の
規
定
に
該
当
す
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
額

二

二
千
万
円
と
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
う
ち
法
第
三
十
五
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す

る
場
合
に
限
る
。）の
規
定
に
該
当
す
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
部
分
の
金
額
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

第
二
十
三
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
五
条
の
三
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

一

都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域

二

都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
区
分
に
関
す
る
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
同
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域

第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
の
五
第
四
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
る
。
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